
Hyogo Prefecture

１検討内容
(1) 県内スポーツ施設等へのバリアフリー化、障害者の利用状況等のアンケート結果を
踏まえた論点整理

(2) 論点整理及びスポーツ施設の現地視察から見えたユニバーサルなスポーツ施設とし
ての課題整理、最適な施設のあり方の方向性提示、支援策の検討

２委員構成
有識者、障害者団体、パラアスリート、施設関係者 等 10名(詳細別紙)

３スケジュール（予定）

ユニバーサルなスポーツ施設検討会の設置
「神戸2024世界パラ陸上競技選手権大会」により広がったパラスポーツへの理解などのレガ

シーと、HYOGOスポーツ新展開検討委員会からの①ハード・ソフト両面での現状調査の実施、
②圏域・市町域でのインクルーシブなパラスポーツ拠点づくりなどの提言を踏まえ、スポーツ
施設の一層のユニバーサルデザイン化を目指し、「ユニバーサルなスポーツ施設検討会」を設置
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６～７月 8月9日(金)
10：00～12：00 8月下旬 9月下旬 R7.3月

項目 現状調査 第１回 第２回 第３回 第4回

内容
施設ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化
障害者利用状況

等のｱﾝｹｰﾄ

論点整理
視察先の決定
＠県庁庁議室

現地視察
意見交換

(課題抽出)

現地視察
意見交換

（課題整理・
方向性提示・
支援策検討）

次年度の
施策説明



Hyogo Prefecture

ユニバーサルなスポーツ施設検討会委員（10名）
区 分 氏名 所 属 等

有識者
青山 将己 流通科学大学人間社会学部講師

柳 尚吾 関西学院大学建築学部准教授

障害者ｽﾎ゚ ﾂー
振興団体 増田 和茂 県障害者ｽﾎﾟｰﾂ協会理事長

障害者団体

木村 佳史 県身体障害者福祉協会理事長

柴崎 博彦 県知的障害者施設協会スポーツ委員長

新銀 輝子 県精神福祉家族会連合会会長

パラアスリート

大矢 勇気 県ユニバーサルスポーツ大使 車いす陸上選手 （グラウンド）
東京大会 100m銀メダル

笠本 明里 パラ水泳選手 （プール）
北京大会100ｍ背泳ぎ7位入賞

久保 秀男 車いすバスケットボール選手 （体育館）
障害者国体車いすバスケットボール優勝

施設関係者 奥山 隆彦 株式会社ウエルネスサプライ しあわせの村温泉健康センター
総支配人 (指定管理者：公共施設 プール、体育館）

＜問い合わせ先＞福祉部ユニバーサル推進課 TEL：078-362-9418（内線3054） MAIL：universal@pref.hyogo.lg.jp
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